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    （栗林公園観光事務所  造園課課長）  

平成２６年１１月２３日（日）  

 

共 催  高  松  市  歴  史  民  俗  協  会  

     高  松  市  文  化  財  保  護  協  会  

     高  松  市  教  育  委  員  会  

     

文  化  財  学  習  会  



 

○
庭
園
の
お
話 

・
西
洋
の

G
A
R
D
E
N
 

［g
a
r

］=

防
衛
す
る
と
い
う
意
味 

［e
d
e
n

］=

悦
び
、
楽
園 

・
日
本
の
庭
と
園 

［
庭
］
＝
も
と
は
「
な
わ
ば
り
」
人
間
の
生
活
環
境
と
い
う
幅
広
い
意
味 

［
園
］
＝
植
物
を
栽
培
す
る
囲
ま
れ
た
場
所 

園
＝
植
物 

囿
＝
動
物 

圃
＝
野
菜 

「
庭
園
」
と
い
う
言
葉
は
、
明
治
時
代
に
造
ら
れ
た
造
語
。 

【
参
考
】
林
泉
、
山
水
、
泉
石
な
ど
の
表
現 

・
日
本
庭
園
の
歴
史 

［
飛
鳥
・
奈
良
時
代
］
舟
遊
式
庭
園
、
曲
水
な
ど
、
蘇
我
馬
子
→
島
の
大
臣 

［
平
安
時
代
］ 

 
 

寝
殿
造
り
式
庭
園 

（
後
期
）
浄
土
式
庭
園 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
作
庭
記
」
＝
庭
造
り
の
秘
伝
書 

［
鎌
倉
・
室
町
時
代
］
武
士
の
台
頭 

書
院
造 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

禅
宗
と
枯
山
水
庭
園 

夢
想
疎
石 

［
安
土
桃
山
時
代
］ 

茶
庭 

 

［
江
戸
時
代
］ 

 
 

池
泉
回
遊
式
庭
園 

小
堀
遠
州 



 

［
明
治
・
大
正
・
昭
和
］
小
川
治
兵
衛
（
植
治
）
、
重
森
三
玲 

 
 

 
 

 
・
江
戸
時
代
の
回
遊
式
大
名
庭
園 

そ
れ
ま
で
の
庭
園
形
式
を
総
括
す
る
集
大
成
で
あ
る
。 

 
 

参
勤
交
代 

 
 

一
六
五
七
年
の
明
暦
の
大
火
以
降
、
上
屋
敷
、
中
屋
敷
、
下
屋
敷 

 
 

 
 

 

・
大
名
庭
園 

 

① 

大
名
の
交
際
舞
台 

 
 

 
 

 
 

将
軍
を
頂
点
と
す
る
武
家
社
会
で
不
可
欠
な
行
事
、 

儀
礼
の
場 

② 

大
名
家
内
部
の
儀
礼
を
行
う
場 

君
主
た
る
殿
さ
ま
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
る
場 

 

○
栗
林
公
園
の
歴
史 

・
一
六
三
〇
年
代 

生
駒
高
俊
公
の
時
代
に
大
名
庭
園
と
し
て
の
築
庭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
嶋
八
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
平
初
代 

賴
重
の
利
用 

 
 

 
 

 
 
 

 

松
平
二
代 

賴
常
の
拡
大 



 

 
 

 
 

 
 
 

 

松
平
三
代 

賴
豊
の
充
実 

 
 

 
 

 
 
 

 

松
平
五
代 

賴
恭
の
改
修 

・
一
七
四
五
年 

 

松
平
賴
恭
公
の
と
き
に
完
成 

そ
の
後
も
薬
園
（
一
七
四
八
～
） 

 
 

 
 

 
 

 

「
栗
林
荘
記
」
儒
学
者 

中
村
文
輔 

三
千
二
百
八
十
一
字
の
漢
文 

六
十
景 

・
明
治
八
年 

 
 
 

県
立
公
園 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
日
本
三
名
園 

教
科
書
の
記
載 

 
 

 
 

 
 

 
 

明
治
四
十
三
年 

高
等
小
学
読
本 

巻
一 

第
六
課 

公
園 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
世
に
聞
こ
え
た
る
は
、
偕
楽
園
、
兼
六
園
、
岡
山
後
楽
園
を
日
本
の
三

公
園
と
称
す
。
然
れ
ど
も
高
松
の
栗
林
公
園
は
木
石
の
雅
趣
却
っ
て
こ
の

三
公
園
に
優
れ
り
。
」 

・
大
正
十
一
年 
 
 

名
勝
指
定 

・
昭
和
二
十
八
年 

 

特
別
名
勝
指
定 

 ※
一
歩
一
景
と
い
わ
れ
る
庭
園
美
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
の
解
説
付
き
で
、

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。 

 



 

栗
林
公
園 

７
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

■ 

文
化
財
庭
園
で
日
本
最
大
の
大
き
さ 

全
国
で
二
百
五
箇
所
指
定
さ
れ
て
い
る
名
勝
庭
園
（
文
化
財
庭
園
）
の
中
で
最
大
の
広
さ 

七
十

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
東
京
ド
ー
ム
十
六
個
分
） 

平
庭
の
広
さ
は
、
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
東
京
ド
ー
ム

三
・
五
個
分
） 

 ■ 

お
庭
の
国
宝 

 

・
全
国
で
特
別
名
勝
は
二
十
四
庭
園 

そ
の
う
ち
京
都
の
庭
園
が
十
三
で
す
か
ら
地
方
で
は
数
少

な
い
お
庭
の
国
宝
（
特
別
名
勝
）
。
四
国
で
た
だ
一
つ
。 

・
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
・
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
で
三
つ
星
（
わ
ざ
わ
ざ
旅
行
す
る
価
値
が
あ

る
と
評
価
）
を
獲
得
。
（
松
★
★ 

掬
月
亭
★
★ 

偃
月
橋
★ 

飛
来
峰
★
）
合
計
９
つ
の
★ 

 ■ 

松
の
魅
力 

名
は
栗
林
と
い
い
な
が
ら
、
築
庭
当
初
か
ら
松
で
構
成
。
手
入
れ
松
千
本
の
樹
芸
は
、
他
に
例
を

見
な
い
。 

 



 

■ 

全
国
的
な
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
を
も
つ
平
賀
源
内
も
活
躍
し
た
場 

平
賀
源
内
（
一
七
二
八
～
一
七
七
九
）
は
一
七
五
九
年
か
ら
二
年
間 

栗
林
公
園
内
の
薬
園
で
薬

草
採
集
班
頭
取
と
し
て
活
躍
す
る
。 

 ■ 

茶
の
湯
と
の
つ
な
が
り 

茶
の
湯
の
王
道
を
い
く
三
千
家
（
千
利
休
の
ひ
孫
の
代
に
な
り
、
表
千
家
（
紀
州
の
茶
道
頭
）
、
裏

千
家
（
加
賀
の
茶
道
頭
）
、
武
者
小
路
千
家
（
讃
岐
高
松
の
茶
道
頭
）
と
三
千
家
に
流
派
が
分
か
れ
た
）
。

そ
の
三
家
元
の
う
ち
、
二
つ
の
家
元
と
讃
岐
は
深
い
関
係
。
（
生
駒
時
代
―
表
千
家
、
松
平
時
代
―
武

者
小
路
千
家
） 

 

茶
の
湯
に
関
係
の
深
い
お
庭
焼
（
理
平
焼
）
も
こ
の
場
か
ら
。 

 ■ 

築
庭
に
百
年
以
上
の
歳
月
が 

水
戸
偕
楽
園
で
九
年
、
岡
山
後
楽
園
で
十
三
年
で
す
が
、
こ
の
栗
林
公
園
は
一
六
三
〇
年
代
に
大

名
庭
園
と
し
て
の
築
庭
が
は
じ
ま
り
、
一
七
四
五
年
に
六
十
景
を
命
名
し
完
成
す
る
。
長
期
に
わ
た

り
拡
大
、
修
築
を
繰
り
返
し
た
栗
林
公
園
の
謎
と
そ
の
魅
力
。 

 



 

■ 

こ
の
空
間
の
最
大
の
魅
力
は 

庭
園
空
間
は
、
そ
の
造
形
美
と
時
間
の
美
（
エ
イ
ジ
ン
グ
の
美
）
を
楽
し
む
場
と
い
わ
れ
る
。
侘

び
さ
び
の
さ
び
に
あ
た
る
時
間
の
美
こ
そ
が
こ
の
空
間
の
最
大
の
魅
力
。 

南湖を周遊する和船 

涵翠池と掬月亭 



 

 
 

１ 

檜
御
殿
跡 

 
か
つ
て
藩
主
の
別
荘
で
あ
っ
た
檜
御
殿
は
、
初
代
藩
主
松
平
賴
重
以
来
少
な
く
と
も
二
百
年
間
、

高
松
藩
政
の
舞
台
裏
と
し
て
、
ま
た
あ
る
時
は
表
舞
台
と
し
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
、
由
緒
あ
る

建
物
で
し
た
。
し
か
し
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
三
月
に
解
体
さ
れ
、
市
内
の
一
私
人
の
所
有
と

な
り
ま
し
た
。 

 

２ 

お
手
植
松 

 

園
内
に
皇
室
の
方
々
が
来
園
さ
れ
た
と
き
に
お
手
植
え
さ

れ
た
松
が
六
本
あ
り
ま
す
。
北
庭
に
あ
る
の
が
秩
父
宮

ち
ち
ぶ
の
み
や

殿
下

で

ん

か

、

高
松
宮

た
か
ま
つ
の
み
や

殿
下

で

ん

か

、
英
国
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
王
太
子
殿

下
、
久
邇

く

の

宮
殿
下

み

や

で

ん

か

・
同
妃
殿
下
、
北
白
川
宮

き
た
し
ら
か
わ
の
み
や

大
妃
殿
下

お

お

ひ

で

ん

か

が
植

樹
さ
れ
た
五
本
で
、
掬
月
亭
の
南
に
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一

九
〇
三
）
に
当
時
皇
太
子
だ
っ
た
大
正
天
皇
が
お
手
植
え
さ

れ
た
松
が
あ
り
ま
す
。 

 

お手植松 



 

３ 

鶴
亀

つ
る
か
め

松 ま
つ

（
百

石

ひ
ゃ
っ
こ
く

松 ま
つ

） 

 
鶴
亀
松
と
い
う
縁
起
の
良
い
名
前
は
、
約
百
十
個
の

石
で
造
っ
た
亀
を
思
わ
せ
る
石
組
み
の
上
に
、
鶴
が
舞

う
よ
う
な
形
の
松
が
あ
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

こ
の
松
は
、
も
と
も
と
松
平
家
の
家
老
で
五
百
石
を
給

せ
ら
れ
て
い
た
稲
田
家
の
庭
に
あ
っ
た
も
の
で
す
。
同

家
の
第
六
代
、
稲
田
外
江
貞
一
は
こ
の
松
を
格
別
愛
し

て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
松
の
手
入
れ
に
熱
中
し
す
ぎ

て
、
時
が
過
ぎ
る
の
も
気
づ
か
ず
登
城
に
遅
刻
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
七
代
藩
主
松
平
賴
起

よ
り
お
き

の
勘

気
に
触
れ
、
禄
高
百
石
を
減
ぜ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
別

名
「
百
石
松
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

  

鶴亀松 



 

４ 

箱 は
こ

松 ま
つ

・
屏
風

び
ょ
う
ぶ

松 ま
つ 

 
南
側
の
背
丈
の
低
い
松
を
箱
松
と
い
い
、
樹
冠
が

長
方
形
の
立
方
体
に
仕
立
て
ら
れ
、
箱
の
よ
う
な
形

を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
北

側
の
背
丈
の
高
い
松
を
屏
風
松
と
い
い
、
葉
先
が
大

鋏
で
刈
り
込
ま
れ
た
よ
う
に
垂
直
に
揃
い
、
緑
の
屏

風
を
立
て
た
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
そ
う
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
木
の
形
は
栗
林
公
園
独
特
の
も
の
で
、

三
百
年
以
上
に
わ
た
る
手
入
れ
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
こ
の
よ
う
な
枝
振
り
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。 

 

５ 

南
梅
林

み
な
み
ば
い
り
ん 

 

南
梅
林
に
は
七
十
六
本
の
梅
の
木
が
あ
り
ま
す
。
一
月
下
旬
か
ら
三
月
上
旬
に
か
け
て
赤
や
白
に 箱松 



 

咲
く
梅
の
花
は
、
香
り
と
共
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
く
れ
ま
す
。 

 

６ 

見 み

返 か
え

り
獅 じ

子 し 

 

獅
子
が
後
ろ
を
振
り
向
い
て
い
る
姿
に
似
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
「
見み

返か
え

り
獅じ

子し

」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
石
は
、
二
代
藩
主
松
平
賴よ

り

常つ
ね

の
時
代
に
、
難
民

救
済
策
と
し
て
、
珍
し
い
石
や
木
を
持
っ
て
こ
さ
せ
、

持
っ
て
き
た
者
に
食
料
な
ど
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

７ 

日
暮
亭

ひ
ぐ
ら
し
て
い 

 

旧
日
暮
亭
が
園
外
に
移
さ
れ
た
跡
地
に
、
明
治
三
十

一
年
（
一
八
九
八
）
、
茶
道
の
石

州

流

せ
き
し
ゅ
う
り
ゅ
う

の
茶
室
と
し
て

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
中
に
は
茶
室
が
五
部
屋
あ
り
、
そ

日暮亭 



 

の
真
ん
中
に
水
屋
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、
東
側
、
西
側
に
そ
れ
ぞ
れ
茶
室
の

庭
で
あ
る
露
地
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
８ 
旧
日
暮
亭

き
ゅ
う
ひ
ぐ
ら
し
て
い 

 

高
松
藩
の
二
代
藩
主
松
平
賴よ

り

常つ
ね

の
時
代
に
、
南
庭

の
東
南
の
隅
に
「
考
槃
亭

こ
う
は
ん
て
い

」
と
い
う
茶
室
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
茶
室
は
「
日
暮
亭
」
と
名
前

を
変
え
園
内
の
別
の
場
所
に
移
さ
れ
、
更
に
明
治
初

め
に
は
園
外
に
移
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
（
一

九
四
五
）
、
現
在
の
場
所
に
再
び
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
長
ら
く
「
新
日
暮
亭
」
と
呼
ん
で
い
ま
し

た
が
、
建
物
の
沿
革
上
、
こ
れ
を
「
旧
日
暮
亭
」
と

改
称
し
ま
し
た
。
茶
道
・
三
千
家

さ

ん

せ

ん

け

の
一
つ
武
者
小
路

む

し

ゃ

こ

う

じ

千
家

せ

ん

け

が
誕
生
し
た
頃
の
造
り
と
も
い
わ
れ
、
伝
統
的

な
大
名
茶
室
を
今
に
伝
え
る
全
国
で
も
数
少
な
い
貴

重
な
茶
室
で
す
。 

旧日暮亭 



 

９ 

鳳
尾
塢

ほ

う

び

う 

 
幹
の
先
に
広
が
る
ソ
テ
ツ
の
葉
の
様
子
が
、
鳳

凰
が
羽
を
広
げ
て
い
る
姿
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の

ソ
テ
ツ
は
薩
摩
藩
（
今
の
鹿
児
島
県
）
島
津
家
か

ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
で
は
極
め
て
珍

し
い
植
物
と
さ
れ
て
い
た
ソ
テ
ツ
が
二
百
五
十
平

方
メ
ー
ト
ル
の
岡
に
群
植
さ
れ
た
の
は
、
当
時
と

し
て
は
偉
観
で
あ
り
、
藩
主
松
平
候
の
権
勢
を
内

外
に
誇
示
す
る
に
足
る
も
の
で
し
た
。
元
禄
十
三

年
（
一
七
〇
〇
）
の
絵
図
に
も
描
か
れ
て
お
り
、

樹
齢
は
三
百
年
以
上
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
四
月
、

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

鳳尾塢 



 

１０ 

根 ね

上 あ
が

り
五
葉

ご

よ

う

松 ま
つ 

 
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
、
高
松
藩
九
代
藩
主
の
松
平

賴
恕

よ
り
ひ
ろ

が
十
一
代
将
軍
の
徳
川
家い

え

斉な
り

か
ら
賜
っ
た
鉢
植
え

の
盆
栽
を
地
面
に
植
え
た
た
め
大
き
く
成
長
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
幹
が
地
面
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上

が
っ
て
お
り
、
こ
の
部
分
に
接
ぎ
木
し
た
跡
が
残
っ
て

い
ま
す
。
今
で
は
、
高
さ
約
八
メ
ー
ト
ル
、
幹
の
周
り

は
約
三
・
五
メ
ー
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

１１ 

掬き

く

月
亭

げ

つ

て

い 

 

掬
月
亭
は
、
今
か
ら
三
百
年
以
上
前
、
江
戸
時
代
初
期
に
建
て
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
中

国
・
唐
の
時
代
の
詩
人
、
于
良
史

う

り

ょ

う

し

の
「
春
山
夜
月

し
ゅ
ん
ざ
ん
や
げ
つ

」
と
い
う
詩
の
中
の
「
水
を
掬す

く

え
ば
月
が
手
に
あ

る
」
と
い
う
一
節
か
ら
「
掬
月
亭
」
と
名
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
「
数
奇
屋
風

す

き

や

ふ

う

」
と
呼
ば
れ
る
建
て
方

で
、
園
内
何
処
か
ら
で
も
出
入
り
で
き
る
よ
う
四
方
に
正
面
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
歴
代
の
藩
主
の 根上り五葉松 



 

茶
室
と
し
て
も
使
わ
れ
、
「
大
茶
屋

お

お

ぢ

ゃ

や

」
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
当
時
は
今
よ
り
二
つ
建
物
が
多
く
、

建
物
全
体
を
上
か
ら
見
る
と
北
斗
七
星
に
似
て
い

た
こ
と
か
ら
「
星
斗
館

せ

い

と

か

ん

」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

雨
戸
の
戸
袋
を
少
な
く
す
る
た
め
「
戸
廻
し
棒
」

を
設
け
る
な
ど
の
工
夫
が
あ
り
、
床
下
を
低
く
お

さ
え
て
い
る
た
め
、
ま
る
で
船
に
乗
っ
て
い
る
よ

う
な
気
分
を
味
わ
え
ま
す
。 

 

壁
面
が
少
な
く
、
風
通
し
を
良
く
し
た
夏
向
き

の
建
物
で
、
特
に
、
初
莚
観

し
ょ
え
ん
が
ん

に
あ
る
床
の
間
は
、

背
面
も
透
か
し
て
お
り
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
は
現
代

建
築
に
も
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

掬
月
の
間
か
ら
南
湖
を
望
む
景
観
は
、
絶
景
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
素
晴
ら
し
さ
で
す
。 

 

掬月亭 



 

１２ 

楓
岸

ふ

う

が

ん 

 
タ
カ
オ
カ
エ
デ
が
多
く
植
え
ら
れ
て
い
る
場
所
で
、
目
に
鮮
や
か
な
春
の
新
緑
の
季
節
は
も
ち
ろ

ん
、
十
一
月
下
旬
の
紅
葉
の
頃
に
は
色
鮮
や
か
な
景
色
が
広
が
り
ま
す
。
南
湖
の
向
こ
う
岸
か
ら
楓

岸
の
方
を
見
る
と
、
湖
面
は
紅
葉
の
色
に
染
ま
り
、
そ
の
美
し
さ
は
例
え
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
香

川
県
の
紅
葉
前
線
の
標
本
木
も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。 

 

１３ 

吹
上

ふ

き

あ

げ 

 

か
つ
て
は
、
こ
こ
か
ら
水
が
湧
き
出
て
い
て
園
内
の
水
源
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
か
つ
て
は
こ
の

吹
上
以
外
に
二
か
所
ほ
ど
主
要
な
湧
水
源
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
い
ず
れ
も
枯
渇
し
て
し

ま
い
、
二
つ
の
井
戸
か
ら
一
日
約
千
八
百
ト
ン
の
水
を
汲
み
上
げ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
こ
の

場
所
に
考
槃
亭

こ
う
は
ん
て
い

と
い
う
建
物
が
あ
り
ま
し
た
。 

  



 

１４ 

飛
来
峰

ひ

ら

い

ほ

う 

 
富
士
山
に
見
立
て
て
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、
山
頂

近
く
に
あ
る
石
組
み
は
山
が
崩
れ
る
の
を
防
ぐ
と
と

も
に
、
富
士
山
の
雪
を
表
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
絵
葉
書
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

で
は
、
こ
の
飛
来
峰
の
頂
上
か
ら
掬
月
亭
を
眺
め
る

写
真
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

１５ 

芙
蓉

ふ

よ

う

峰 ほ
う 

 

こ
の
築
山
は
、
梅
林
橋
あ
た
り
か
ら
見
る
と
富
士
山
の
形
を
し
て
い
る
の
で
、
富
士
の
別
名
で
あ

る
「
芙
蓉
」
の
名
が
つ
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
芙
蓉
峰
か
ら
望
む
北
湖
は
、
紫
雲
山
を
背
景
と
し
、

右
に
前
嶼

ぜ
ん
し
ょ

、
左
に
後
嶼

こ
う
し
ょ

、
中
心
に
は
紅
の
橋
で
あ
る
梅
林
橋
と
い
う
美
し
さ
で
す
。
ま
た
、
右
に
は

箱
松
、
屏
風
松
が
重
な
る
よ
う
に
見
え
、
全
体
的
に
は
明
る
く
開
放
感
の
あ
る
景
観
に
な
っ
て
い
ま
す
。 飛来峰から見た南湖 
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１１月２３日（日） 栗林公園からの復路 

◆ＪＲ高徳線 

   （栗林公園北口駅）    （高松駅） 

      12：37 発   →  12：43 着 

        13：19 発   →   13：25 着 

  ◆ことでん琴平線 

（栗林公園駅）     （瓦町駅） 

      12：05 発   →  12：08 着 

        12：20 発   →   12：23 着 

次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ  －  マ 多肥周辺を訪ねる  

 と  き 平成２６年１２月２１日（日）  

      ９：３０～１１：３０頃  

 集合場所 桜木神社  

 講  師 泉川 利雄さん  

☆広報「たかまつ」１２月１日号に開催案内を掲載します

ので、ご覧ください。  

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、文化財課

（TEL 839－2660「午前７時 30 分～開始時間まで」）でお

知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

 

★次回の交通案内★ --------------------------------------- 

◆ことでんバス 
<レインボー・サンメッセ 川島･フジグラン十川行き> 

（高松駅）  （瓦町）    （桜木神社前） 

8：15 発 → 8：25 発  →   8：46 着 

 



 

  

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

（必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、道路の

端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。  

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。  

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を

つけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  

「ふるさと探訪」に  

参加される皆様へ  

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、  

 安全で意義のある探訪としましょう。  

 


